
学校番号 1002 

令和３年度 商業科 

 

教科 商業 科目 商品開発 単位数 2 単位 年次 2・3年次 

使用教科書 商品開発（実教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・東淀川区内の和菓子店と共同で新商品を企画・開発し、製造・販売までを行うことで、商品開

発の流れを学習する。 

・教科書やビデオ等を用いて商品開発や販売促進について学習する。 

・校内およびお店の方にプレゼンテーションを行うとともに販売促進活動を行う。 

※生徒が企画した商品が実際に製造・販売される（店舗の売上を左右する）大変責任の重い内容

である。何度もお店に伺い担当の方と企画会議を行う。そのため挨拶や身だしなみなど最低限の

マナーを重視する。 

 

２ 学習の到達目標 

１．商品開発に関するデザイン・知的財産に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得する。 

２．顧客満足を実現することの重要性について理解し、消費者の視点に立った商品の企画・開発

を行い、主体的・合理的かつ倫理観を持って流通活動を行う能力と態度を育成する。 

３．グループ活動における表現活動や態度、プレゼンテーション能力を高める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・消費者の視点に立

った商品の企画・開

発・流通に主体的に

取り組もうとしてい

る。 

・商品に関する諸活

動を主体的に考える

実践的な態度を身に

付けている。 

・商品開発に関する

基礎的・基本的な知

識と技術をもとに，

ビジネスの諸活動に

携わる者として思考

を深めて適切に判断

し，外部に表現する

創造的な能力を身に

付けている。 

・商品を企画・開発

し，流通させるため

に必要な技術，商品

開発に必要なデザイ

ンに関する技術を身

に付け，活用するこ

とができている。 

 

・商品開発に関する

基礎的・基本的な知

識を身に付けてい

る。 

・顧客満足を実現す

ることの重要性に

ついて理解してい

る。 

評
価
方
法 

・課題プリント 

・レポート 

・グループワーク作

成物（模造紙） 

・企画書（個人・班） 

・広告作成（チラシ） 

等 

・課題プリント 

・レポート 

・企画書（個人・班） 

・相互評価（プレゼン

テーション） 

・広告作成（チラシ）

等 

・課題プリント 

・レポート 

・企画書（個人・班） 

・相互評価（プレゼン

テーション） 

・広告作成（チラシ）

等 

・課題プリント 

・レポート 

・企画書（個人） 

・相互評価（プレゼ

ンテーション） 

・広告作成（チラシ）

等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元名 学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

１０

月 

商
品
と
商
品
開
発 

●商品開発の基礎知識 

１．商品開発の意義と手順 

 

 

●商品開発演習準備 

１．和菓子業界の現状および

市場調査と考察 

 

２．商品コンセプトの立案と商

品企画書の作成 

①個人企画書作成 

班内プレゼンテーション 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

a商品コンセプトの立案につい

て関心を持ち，意欲的に取り組

む実践的な態度を身に付けて

いる。 

b: 市場調査などから得られた

情報に基づき，適切な商品コン

セプトの立案を目指して，思考

を深めている。 

c:資料を収集し，得られた情報

の持つ意味を読み取り，活用す

ることができている。 

 d:商品開発の基本的な手順と

考え方について理解している。 

・課題プリン

ト 

・企画書（個

人） 

１ １

月 

商
品
の
企
画 

３．お店との企画会議 

企画の方向性を決定→企

画案の提示→企画決定→企

画書作成→プレゼンテーショ

ン 

 

①第１次企画書作成 

校内プレゼンテーション 

お店へのプレゼンテーション 

 

 

 

②第２次企画書作成 

校内プレゼンテーション 

お店へのプレゼンテーション 

 

 

③最終企画 

校内プレゼンテーション 

お店へのプレゼンテーション 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 商品企画書の作成に関心を

持ち，意欲的に取り組む実践的

な態度を身に付けている。 

b:商品コンセプトおよび商品

企画書が，外部の理解を得られ

るように表現できていたか。ま

た，そのプレゼンテーションを

適切に行うことができている。 

c: ブレーンストーミング・ア

イデアマップ・KJ 法・水平思考

を活用しながら商品コンセプ

トを立案する技能を身に付け

ている。 

d: 商品コンセプトの立案およ

び商品企画書の作成について

の基礎的・基本的な知識を身に

付けている。 

・課題プリン

ト 

・グループワ

ーク作成物

（模造紙） 

・ 企 画 書

（班） 

・相互評価 

（プレゼンテ

ーション） 

１ ２

月 

〇 〇 〇 〇 a: 消費者ニーズや和菓子業界

の動向を踏まえたうえで，伝統

と革新のバランスが取れた企

画ができている。 

b: 商品の魅力をプレゼンでア

ピールできている。 

c: 商品コンセプトを適切に表

現する企画書を作成する技能

を身に付けている。 

d: 商品コンセプトの重要性に

ついて理解している。 



１ 

月 

商
品
の
開
発 

４．試作品評価 

①採用商品の評価 

 

 

５.販売促進活動 

①広告（チラシ）作成 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇  

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 a: 商品を効果的に伝えるため

のデザインに意欲的に取り組

む態度を身に付けている。  

b:試作品の評価に基づき，適切

な思考を深めている。 

c: 適切な情報を盛り込んだチ

ラシを作ることができている。 

d: 開発商品のテストの重要性

について理解している。 

・課題プリン

ト 

・チラシ 

（相互評価） 

２
月 

総
合
実
習 

６.総合演習 

①店舗での販売実習 

 

 

 

②レポート作成 

商品開発に関するテーマで

調査し、２０００字程度に考察

を含めてまとめる。 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

a: 消費者視点に立った商品の

企画・開発・流通について，関

心を持ち，意欲的に取り組む実

践的な態度を身に付けている。 

b: これまで学習した内容を適

切に組み合わせて販売実習や

レポート作成を行うことを目

指して，思考を深めている。 

c: 調査するテーマに関して，

さまざまな資料を収集，適切に

選択し，活用している。 

d: これまで学習した知識を組

み合わせて販売実習やレポー

ト作成を行うことの意義につ

いて理解している。 

・課題プリン

ト 

・レポート 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 


